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益城町の悉皆調査に基づく構造別・建築時期別の建築物被害状況の集計 

 

発災直後（5 月 3 日～8 日）に日本建築学会により実施された、益城町の一部地域にて建築物の被

害状況を把握している悉皆調査の情報と、建築確認台帳や航空写真等の情報を用い、構造別・建築

時期別の建築物被害状況を整理する。 

 

 

 

 

１．集計にあたって 

○集計対象 

・日本建築学会悉皆調査では、益城町大字安永、大字宮園、大字木山、大字辻の城の概ね全ての建

築物の 2,652 棟で調査がされている。 

・これらのうち、用途が倉庫、神社等のものを除いた 2,328 棟について集計。 

 

○建築物の被害レベルの設定方法 

・日本建築学会悉皆調査にて判断されている Damage Grade を参考に、次のように設定。 

 

建築物の被害レベル 
日本建築学会悉皆調査での 

Damage Grade 

無被害 D0 

軽微・小破・中破 D1/D2/D3 

大破 D4 

倒壊・崩壊 D5/D6 

 

○建築時期の特定方法 

・建築確認台帳との突き合わせ、及び、過去の航空写真により、建築時期を特定。 

［特定できた建築物は、1,863 棟（特定率 80％）］ 

・上記作業で建築時期が不明の建築物 465 棟のうち、日本建築学会悉皆調査にて目視及び聞き取り

の結果「非常に古い（1981 年以前）」と分類された 179 棟について、「～1981.05」の区分に追加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上図の色塗り部分にて建築時期を特定している 

※なお、被害状況等の調査結果については日本建築学会において現在精査中であり、ここに

示す数値は暫定的なものである。 

学会調査棟数 

 

2,652 棟 

集計対象棟数 

（倉庫・神社等を除く） 

 

2,328 棟 

台帳や航空写真で 

建築時期を特定 

1,863 棟 

学会調査にて、

「非常に古い」 

179 棟 

台帳等で 

不明 

465 棟 

資料４ 
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２．集計結果 

 

□集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 

□グラフ 

 

 

 

 


